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１．序 論
2002年，韓国と日本で共同開催された2002
FIFAワールドカップ・サッカー大会は熱狂と
歓喜に包まれながら幕を下ろしたが，600億人
（延べ人数）以上がＴＶを視聴し，160万人の
観戦客，１万人の記者団が韓日両国を訪問し，
スポーツ史上最大のイベントとなったことが明
らかになった。
韓国社会全般に衝撃と変化の契機をもたらし
たこの大会は，赤い情熱（Red Spirit）とも呼
ばれた応援が「Red Economy」に展開されるき
っかけとなり，新しい経済発展のための成長エ
ネルギーへとつながった（張フソク，2002)。
そしてこの大会は国家イメージとブランド価値
をより高めた大会であり，競技面でもそれまで
のワールドカップでは１勝すらもあげられなか
った韓日両国が，ベスト４とベスト16に進出す
る結果をもたらしたことによって，われわれも
「やればできる」という自信を社会全般に広げ
る効果ももたらした。しかし大会成功の裏では
他の否定的側面や問題点がなかったかは検証し
てみなければならない。例えば韓日両国の競技
場建設のための過重な費用問題，競技場管理お
よび活用問題，ワールドカップ効果を通じた観
光活性化問題，スポーツおよび観光産業の首都
圏集中による地方でのワールドカップ開催効果
の減退などの問題である。
狭い意味で「ワールドカップの成功」とは，
十全な大会準備，大会期間中の円滑な進行，大
会での優秀な成果を意味するが，広義での「ワ
ールドカップの成功」とは，狭義の成功に加え
て，大規模設備投資の持続的で経済的な活用が
可能で，国家経済全体にプラス効果をもたらす
場合と規定できるだろう（李ソッキ，2003)。
一方，観光産業は単一産業としては世界最大
の産業であり，世界最高の雇用産業と評価され
ている。観光産業は全世界 GDPの10.7％に達
する程，世界経済に莫大な影響を及ぼす産業に
成長している（文化観光省，2003)。わが国の
観光産業は，2002年ワールドカップ開催のおか
げで，530万人余りが訪問して，９.11テロと世
界経済の景気沈滞にもかかわらず，500万人以
上を誘致した。このようにわが国の観光産業は，
今後も特別な変化の要素がない限り持続的な成
長により，情報通信産業とともに21世紀の成長
主導産業になるものと考えられる。また最近の
週５日勤務制導入と2002韓日ワールドカップ，
2002釜山アジア競技大会，2003大邱ユニバーシ
アード大会などのスポーツビッグイベントの開
催の成功に励まされて，スポーツと観光を結び
つけることへの社会的関心が集まっている。し
たがってスポーツと観光に関する研究および分
析を試みることは，社会現象を理解し，さらに
両分野を発展させるためにも望ましい学問的試
みだと考える。
スポーツと観光の関係は，これまでの，特別
意味のない消極的な一部関連した活動と考えら
れていた次元から，今では，新しい見解からス
ポーツ専門家と観光専門家の間で，両分野に対
する積極的なさまざまな側面から調査と研究が
試みられている。観光分野では，スポーツ観光
は「体験観光」の形態のひとつとして重要な観
光活動として位置づけられている。またワール
ドカップ，オリンピックのようなビッグイベン
トは，観光だけでなく経済社会全般にわたるシ
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ナジー効果の創出に寄与すると，既存の研究
（Lisa Deply，1998；韓国開発研究院，1998；
Getz，1998）によって指摘されていた。このよ
うにワールドカップのようなスポーツ・イベン
トは観光分野と経済分野，地域の発展，国家の
イメージを高めるのに大きく寄与するといえる。
本研究では，スポーツ観光の概念および類型
を調べ，情熱と歓喜の中で幕を閉じた2002韓日
ワールドカップの成果と評価，そして韓日ワー
ルドカップと観光との関係などを研究してみる。
２．スポーツ観光の概念および魅力
１）スポーツ観光の概念および特徴
スポーツ観光とはスポーツと観光が結びつい
た形態であり，概念でもこのような現象を反映
している。スポーツと観光とを結びつけた最初
の著書は1887年に現代スウェーデンのスポーツ
の父と呼ばれる Victor Blackが記したスポーツ
教材「観光とスポーツ」(Olson，1993）で，ま
た最近ではスポーツ観光の用語がさまざまな学
者（Barnard，1988；Denop，1987；Deveen，
1982；Redmond，1990；Standeven and Tomlim-
son，1994；Gibson，1999；Hinch & Higham，
2001）たちの研究でも言及されている。Gibson
（1999）はスポーツ観光を，個人が一時的に
日常生活圏を抜け出しスポーツをしたり観戦し
たり，またはそのような活動と関連したレジャ
ー中心の旅行と定義している｡ Hinch & Higham
（2001）はスポーツ観光を,「制限された時間
の中で，日常生活圏を抜け出したスポーツ中心
の旅行」と定義しているが，ここではスポーツ
には独特の規定，つまり身体的能力に関連した
競争，そして遊び的特性が含まれている（イ・
フン，2002)。Lisa Delpy（1998）は広義の概
念として，スポーツ観光には，スポーツ活動に
参加するための旅行，スポーツを観戦するため
の旅行，そしてスポーツ観光の対象を訪れる旅
行が含まれるとした。Hall（1992）はスポーツ
観光を，日常生活圏から抜け出し，非商業的に
直接参加したり観戦したりするスポーツ活動の
ための旅行と規定した。一般的に観光は，
Hinch & Higham（2001）の区分のように空間
的範囲，時間的範囲，そして活動領域に区分さ
れる。もちろんこれに加えて，既存の概念から
主張されてきたように，旅行の動機や目的が非
商業的であり，職業と関連しているものとして
の性格が排除された，楽しみを追求するもので
なければならない。
このような内容をもとに，スポーツ観光は活
動領域（スポーツレジャー行為)，経験領域
（楽しみ)，時間範囲領域（一時あるいは24時
間以上)，空間的範囲（日常生活圏を抜け出す
こと）を通じて，概念化できる（イ・フン，
2002)。一方スポーツと観光の特徴を見ると，
スポーツと観光は世界文化が融合した形態とい
える。両者は人々に対して新しい経験と体験を
通し，他の文化と慣習，伝統を理解するための
一助となっている。経験を生みだし，いかにう
まく運営したかが重要だという点と，結果が成
功の可否を決定するという点において，両者は
共通点を持つ。しかし観光は経験指向的，ス
ポーツは実績指向的という点が相違点である
（Dawid J. De Villiers, 2002)。
２）スポーツ観光の分類と類型
スポーツ分類および類型はさまざまな学者た
ちによって研究されているが，Gibson（1999）
は行動を中心に活動スポーツ観光（active sport
tourism)，イベントスポーツ観光（event sport
tourism)，ノスタルジア・スポーツ観光（nos-
talgia sport tourism）に区分した。彼は De
Knop（1987）の研究を引用して，活動型スポ
ーツ休暇を，スキーやゴルフのように参加が主
な目的である純粋スポーツ休暇（the pure sport
holiday)，副次的にスポーツに参加する形態で
バカンス地域のスポーツ施設を利用する休暇
（the vacation)，そしてビーチバレーボールの
ように非公式的におこなう私的なスポーツ休暇
（the private sporting holiday）に分類した。こ
うした区分では，関与類型，関与程度，技術水
準，没入と投資程度による特性が考慮されてい
る。イベントスポーツ観光にはオリンピックか
ら大学バスケット大会など小さな単位を含む。
ノステルジア・スポーツ観光は過去のオリンピ
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ックの競技場やスポーツ博物館などを旅行する
ことをいう（イ・フン，2002)。それ以外の学
者たちの分類は下表１の分類表の通りである。
３．2002韓日ワールドカップの成果と評価
１）2002韓日ワールドカップの成果
共同開催にともなう政治・外交的効果およ
び広報効果
1996年５月31日，FIFA執行委員会では2002
FIFAワールドカップ大会を，史上初めて韓国，
日本の両国が共同で開催するものと決定した。
これは一種の冒険であり，実際にも競技配分，
大会運営主体，財政問題などのさまざまな問題
を抱えて出発したが，両国の組織委員会役員お
よび実務担当者，関係者たちが交流を通し解決
していった。そして立派に準備をして大会を開
催した共同プロジェクトとして，今後，共同開
催のモデルとなる大会であり，両国国民の力と
知恵を集めて成功させた大会として記録される
であろう。その間，歴史的葛藤と反目を乗り越
え，大会の成功という共同の目標に向けて相互
協力をおこない，交流を増進させたことにより，
友好関係の構築および世界平和の具現に大きく
貢献したと考える。そして両国は国際大会やサ
ッカーイベントの開かれる場所で，共同ＰＲ活
動を展開し，また競技場でも共同応援をするな
ど，ワールドカップを通した協力事業を全面に
繰り広げた。一方ワールドカップ以前までは，
外国人の持つ韓国のイメージは否定的だとかイ
メージ自体が形成されていないなどの意見が支
配的だった。ワールドカップ前に実施した現代
経済研究所の調査によると，韓国のイメージに
ついて肯定的な意見が28.3％，否定的な意見が
31.0％，まだイメージ自体が形成されていない
との意見が40.7％で，韓国の国家イメージは否
定的あるいは未形成段階であるとの結果だった。
外国でわが国の製品を売るのにあたり，国家イ
メージがあまり役に立っていないか，あるいは
障害になっているということを端的に示した例
であった。しかしワールドカップの開催の成功
により，状況は大きく変わった。特にワールド
カップ・スローガンで掲げたダイナミック・コ
リア，アジアのハブ，ＩＴコリアなどの国家イ
メージの広報目標はかなりの部分で達成したも
のと評価される。
社会・文化的効果
①生活スポーツへの関心増大
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表１．スポーツ観光分類と類型要約
研 究 者 年 度 分 類 備 考
Gibson 1999
活動型スポーツ観光，イベント型スポーツ
観光，ノステルジア型スポーツ観光
行動を中心に
Redmond 1991 リゾート（resorts & vacations)，スポーツ
国立公園でのス
ポーツ観光施設
STIC (Sport Tourism
International Concil)
1995
博物館，スポーツ祝典とスポーツ施設歴史
的スポーツ施設のような観光施設，スポー
ツ中心のリゾート，スポーツテーマ中心の
クルーズ，特定観光地の多様なゴルフ競技
などスポーツ，ツアー，主要スポーツ・イ
ベント
Standeven & De Knop 1999
休日対非休日，受動的観戦者対活動的（運
動参加者)，組織されたスポーツ競技対独
立したスポーツ競技，高い動機対低い動機，
単一スポーツ休暇村対複合スポーツ休暇
Nogawa, Yamaguchi &
Hagi, 1996)
1996
イベント参加者，イベント観戦者，スポー
ツ・ラバー（sport lover）
スポーツ観光者
に対する類型
資料：Hinch & Higham (2001)，イ・フン（2002)，ジェ・インヨン
2002年ワールドカップで韓国サッカーチーム
がベスト４に進出したことで，サッカーを含め
た生活スポーツへの関心が増大し，2002年韓日
ワールドカップ開催と週５日勤務制の施行をき
っかけとして，国民健康増進と余暇活用などが
本格的な関心の対象となった。これによって都
市と住宅団地を中心に運動施設が増え，各種有
料スポーツセンターが急速に増加し，ジョギン
グやマラソンなどが生活体育の人気種目として
浮上した。
②国民統合の効果
ワールドカップ開催と期待以上の成績をおさ
める選手たちへの応援熱気が高まることで，自
発的なブームとなった「路上応援」は，ニュー
ウェーブ文化を形成し,「一体となる」という
共同体意識の拡散により国民統合の効果がもた
らされたと考える。すなわち個人中心の市民意
識より，共同体を重視する伝統的文化意識が再
現されながら，国民大統合と先進市民意識とい
う目標が達成されるようになったのである。
③文化交流による開催都市の住民参加の増加
韓日両国のそれぞれ10都市，あわせて20都市
の競技場で繰り広げられた今回の大会を振り返
るとき，各開催都市の展開した多様なイベント
戦略を避けて通ることはできないだろう。開催
地に決定された各地方自治団体は，大会開催の
成功と雰囲気づくりのために３年余りにわたり，
独自に，あるいは他の組織と連携して，多様な
イベントを展開し，それが大会開催の成功に大
きく寄与したという評価を受けている。
各開催地でおこなわれたイベントは大きく二
つの種類に分けられる。
まず一つは，FIFAや JAWOC（2002 FIFAワ
ールドカップ日本組織委員会）と地方自治体の
推進委員会が連携して，同じコンセプトのイベ
ントを10の開催都市，あるいは韓国の開催都市
も含めた20都市を巡回して展開したものである。
この場合，大部分が開催の成功と大会雰囲気醸
成が主な目的であり，FIFAの主催したトロフ
ィーツアー（ワールドカップ・トロフィーが20
開催都市を巡回するイベント)，JAWOC の主
催した「2002 FIFAワールドカップ・カウント
ダウン」(開催都市と東京を巡回するイベント）
等があげられる。
二つ目は，開催地の地方自治体毎に構成され
た推進委員会が独自に展開したイベントである。
その究極的な目標は大会の成功にあるが，方法
面で各都市の特性をいかして，試合予定国の文
化を紹介する方法を採っている。開催地の地方
自治体の立場からは，ワールドカップ開催こそ，
世界の人々にその地域を効果的にＰＲできる絶
好の機会であるわけである。大部分の開催地の
地方自治体には推進委員会が構成されて，開催
関連業務を推進し，その一環として各種ＰＲお
よびイベント活動も担ってきた。それらの大部
分が開幕100日前，１年前，500日前などに記念
イベントを開催した。その中には，地域小学生
らのワールドカップの絵を展示したり，折り鶴
を作って訪問客たちに渡したりするなど，地域
住民たちの参加を呼びかける企画も目についた。
開催都市のなかの２都市の文化交流行事を紹介
してみよう。まず日本の神戸市の場合で，神戸
はスウェーデン対ナイジェリア，ロシア対チュ
ニジア，ベスト16戦のブラジル対ベルギーの試
合があった都市で，日本内でも異国情緒があふ
れる都市として有名である（キム・テウン，
2002)。ここではスタジアムを訪れる観客たち
を歓迎する意味から,「市民の笑顔ポスター展
示のためのモデル」を募集した。ワールドカッ
プが中心テーマだが，阪神大震災の時，世界各
国から受けた援助に対する感謝の気持ち，ワー
ルドカップを見るために神戸を訪れた方々を迎
える気持ちを笑顔と一言のメッセージで表現し
てくれるモデルを一般に公開募集したのである。
ひとりひとりの笑顔を写真で撮り，一人ずつ一
枚のポスターに入れて，３月末からはＪＲ神戸
駅に，大会期間中には市内ターミナルなどに展
示した。
神戸市は前年からさまざまな行事を準備して
きたが，2001年１月20日には開催500日前記念
フォーラムを開催，サッカー解説者セルチオ氏
が「サッカーの祭典は何をもたらすか」のテー
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マで講演し，１月21日にはワールドカップ韓日
共同開催を記念して「 JAPAN-KOREA Dance
Live in KOBE」を開き，韓国と日本の若者約
1500人が参加した。ライブ舞台には韓国のトゥ
ヤ，バニー・クル，ダンス・マンなどの韓日ダ
ンスアーティストたちが公演した。
５月31日の開幕１年前の記念行事を前に，５
月17日から神戸市のシンボルであり，市民や観
光客たちにも広く知られている市役所前の花時
計を大会シンボルマークにあしらって飾った。
開幕１年前の行事では，サッカーヘディング部
門世界記録保持者でブンデスリーガーの選手と
して活躍したウ・ヒヨン選手がヘディング演技
を見せた。10月８日には日本国内の開催都市と
東京を巡回するイベント「2002 FIFAワールド
カップ・カウントダウン」が神戸に到着した。
サッカー解説者である長谷川健太氏などを招い
たラジオ公開生放送が実施され，ワールドカッ
プ開催に対する期待感と雰囲気を高揚させた。
12月２日にはワールドカップ競技が開かれる神
戸ウィングスタジアムで20ケ国あまりの子供た
ち約320人が，ちょうど開設されたばかりのス
タジアムでサッカーフェスティバルを繰り広げ
た。神戸市内の外国人学校６校から17チーム，
一般小学校から15チームが参加した（キム・テ
ウン，2002)。
次に韓国のケースとして光州を例をあげると，
光州の場合は「礼儀の郷」と「光の地」という
テーマに進められた。光州ビエンナーレなどの
行事を進めながら，これまで光州市が培ってき
た文化観光産業の競争力をワールドカップ文化
芸術行事開催で一層より高められるようにワー
ルドカップ大会と光州市，全羅南道の地域的特
性をいかした多様な商品と光州市だけの差別化
されたイベントと工芸品，土産品など，特化し
た商品を開発してワールドカップ組織委員会と
韓国観光公社，光州市と全羅南道との協調体制
を強化して，共同マーケティングを展開した。
競技場での文化行事は，光州市で開かれる３
試合（６月２日予選試合，第２回戦の中国とコ
スタリカ戦，６月22日のベスト８トーナメント
戦）の競技前と競技中，そして競技後におこな
われ，競技場内での祝祭の雰囲気を高め，光州
市固有の伝統文化芸術の優秀性を全世界に知ら
せる契機として活用された。
光州市ワールドカップ・プラザ行事は，光州
市で開かれた最初の試合の前夜祭を始め，最後
の試合日まで，光州市内のヨムジュ総合体育館
広場とサンム地球市民公園で開かれた。国内外
の観戦者たちにアトラクションおよび休息の場
を提供し，競技場に入れない多数の観客たちに
ワールドカップの熱気をともに味わえるように
する祝祭の場として，ワールドカップ・プラザ
が活用された（キム・テギョン，2002)。
経済的効果
ワールドカップの国内経済に及ぼした直接的
な経済効果を見ると，大会関連直接投資として
競技場10ケ所および周辺道路の建設などで総額
２兆3882億ウォンに達する金額が支出され，18
万5000名の雇用創出と３兆6023億ウォンの付加
価値創出効果をもたらした。
韓国代表チームの善戦により「ベスト４進出」
という奇跡的な結果をおさめたことによって，
予想されなかった追加的効果があらわれた。ベ
スト４進出にともなう消費刺激効果，国家ブラ
ンド広報効果，企業イメージアップ効果などを
含め，金額に換算すれば約29兆ウォンに達する
ものと推定される。もちろんベスト４進出によ
る潜在的効果は，今後，わが国の国民と政策当
局の努力いかんで変わりうる数値でもある。こ
れをもう少し具体的に調べよう。まず消費刺激
効果だが，韓国チームの善戦は試合当日または
翌日，わが国の国民１人当り平均１日分の消費
額を追加して支出する消費刺激効果があらわれ
たと仮定できる。2001年国民総消費額は約350
兆ウォン，一日消費額は9700億ウォン程度で，
１人当り一日平均２万ウォンを消費した計算で
ある。これを金額で換算すると，ワールドカッ
プ期間中，総額６兆5800億ウォン程度の追加的
消費刺激効果が発生したといえる。
次に国家ブランド広報効果を調べてみよう。
国家ブランドがよくなると，バックライト効果
で企業や製品イメージもともに上昇し，グロー
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バル市場での輸出増大，輸出商品の価格上昇な
ど肯定的な効果が得られる。現代国家が自国の
イメージ向上のために全力投球することは，国
家イメージがまさに国家で生産されるすべての
製品のイメージを左右するためである。すなわ
ち国家ブランドは，企業や商品の競争力を決定
する最後の瞬間に「見えない手」の役割を果た
しているのである。
ワールドカップによる国家ブランドの広報効
果を金額で換算してみると，韓国チームが戦っ
た７試合が国家広報の広告と考えた時，その単
価を計算するのである。CNN，CBSなど主要
な米国放送会社の広告単価に合わせた場合，分
当り900万ドル（110億ウォン）程度と推算でき
る。ハーフタイムまで合わせ競技時間を100分
と仮定してこれを金額で換算してみると，総額
７兆７千億ウォン程度である。
ワールドカップ効果は目に見える直接的な経
済効果よりも，間接的な経済効果の側面で一層
驚くべき成果を見せる。ワールドカップ競技は
国内産業の連鎖的な発達をもたらしたが，短期
的に建設，広告・マーケティング，放送，観光，
スポーツ用品産業部門を発展させる効果をもた
らすものと期待される。また，大会開催は産業
関連を通し，中長期的に家電，コンピュータ・
インターネット，通信，レジャー・健康，文化
事業，金融部門の発展にも肯定的な影響を及ぼ
す可能性がある。
観光産業の効果
①直接・間接の海外観光客誘致効果
ワールドカップ期間中に訪韓した全体の海外
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表２：ワールドカップ・ベスト４進出にともなう国家ブランド広報効果の金額換算
・１ゲーム…………１兆1,000億ウォン（100分×110億ウォン×100％）
・ベスト４進出による韓国チームゲーム数…………７ゲーム
・総計………………７兆7,000億ウォン（100分×110億ウォン×100％×７回）
表３：ワールドカップ大会開催の経済的効果
効 果 区 分 内 訳
直接的効果
建設投資増加
・競技場10ケ所および周辺道路建設による建設景気の活性化，付
加価値増大，雇用創出の誘発
※支出金額総２兆3882億ウォン，雇用創出18万5000名，付加価値
創出３兆6023億ウォン
韓国代表チームの期
待以上の善戦による
経済的効果
・消費刺激効果：試合当日および翌日にわたり国民１人当り平均
１日分の消費額が追加して支出。
・国家ブランド広報：100分間の試合が韓国側の勝利で飾られる
ことにより国家ブランドが全世界に広報された。
・企業イメージ向上：韓国に対する全般的評判がよくなることに
より，国内企業環境が改善され輸出競争力も向上する効果
間接的効果
国内産業の連鎖的な
発達
・短期的にワールドカップ大会は建設，広告・マーケティング，
放送，観光，スポーツ用品産業の発展を誘発。
・中長期的にも家電，コンピュータ・インターネット，通信，レ
ジャー・健康，文化事業，金融部門の発展に寄与
外国人直接投資促進
・投資意識改善により，今後外国人の国内投資が増加
※産業資源省が５月30日に「World Business Leaders Round Table
2002」を開催
地方経済の活性化
・競技場周辺道路建設と大会進行により，地域産業生産増大と雇
用創出が誘発された。
・国際規模の行事進行による地域中心機能の蓄積と地域文化性確
保
資料：現代経済研究院（2002）
観光客403,466名中，ワールドカップ大会と関
連して訪問した外国人は232,800人（57.7％）
とあらわれた。これを細かく見ると，ワールド
カップ大会観戦者は139,600人（34.6％)，FIFA
・Family などワールドカップ大会に間接的に
関連して訪韓した訪問客は93,200人（23.1％）
だった。これはワールドカップ大会が事実上，
相当な海外観光客誘致効果があったという点を
示している。
②観光産業の経済的波及効果
ワールドカップ訪問客は１人当り US$ 2,242
を支出し，全体のワールドカップ大会訪問客が
支出した総額は6,518億ウォン（US$５億2,200
万）になるとの調査結果が出された。ワールド
カップ訪問客が支出した費用がわが国経済に及
ぼした波及効果は，生産部門１兆6,900億ウォ
ン，付加価値部門8,900億ウォン，所得部門
3,840億ウォン，雇用部門31,349人，間接税部
門887億ウォン，収入部門1,460億ウォンと分析
された。
一方で，大会期間中ワールドカップ大会と関
係なく訪問した一般訪問客170,666人を含んだ
全体海外客の支出総額（8,778億ウォン：US$
７億300万）による経済波及効果は，生産部門
２兆2,600億ウォン，付加価値部門１兆1,930億
ウォン，雇用部門43,520人，所得部門5,120億
ウォン，間接税部門1,200億ウォン，収入部門
1,970億ウォンなどとあらわれた（韓国観光公
社，2002)。
③旅行実態
ワールドカップ観戦者（55.9％）の場合，一
般訪問客（14.2％）に比べて，団体旅行の比率
が顕著に高くあらわれた。これはスポーツ大会
の訪問客を誘致するためには旅行社との協力を
通じて，多様なパッケージ商品を開発する必要
があることを示唆している。ワールドカップ大
会とは異なり一般の国際スポーツ・イベントの
場合には，入場券確保に制約がないので観戦海
外客の誘致のために，多様な商品を開発しなけ
ればならないだろう。
ワールドカップ訪問客（ワールドカップ観戦
者＋ワールドカップ関連訪韓外国人）の観光活
動を調べたところ，ショッピングとグルメの比
重が最も高くあらわれ，市内観光と歴史・文化
史跡地訪問，そして Night-life活動もめだった
ことが明らかになった。したがって今後，大型
イベントには多様なショッピングのチャンスと
言語圏別のグルメ解説書，そして歴史・文化専
門案内者の養成が必要であると考えられる。
④観光の満足度および再訪問意思
ワールドカップ大会期間中の訪韓海外客の大
多数である74.5％が韓国旅行に対して全般的に
満足したと答えており，ワールドカップに備え
た観光受入れ態勢整備が，所期の成果をあげた
ものと評価される。また回答者の68.9％が韓国
訪問前のイメージに比べて，韓国訪問後はよく
なったと回答して，ワールドカップ大会後，海
外観光客誘致にあたって有利な状況がもたらさ
れたと考えられる。
また回答者の10名中６人が，今後５年以内に
観光目的で韓国を再訪問する意思があると表明
し，また10名中７名以上が他人に韓国訪問を勧
める意思があると答えた。
４．評価および課題
１）競技場活用度アップおよび観光資源化
ワールドカップ開催のために両国は莫大な費
用を投資した。特に韓国の場合は純投資だけで
23,882億ウォンを，総投資については32,087億
ウォンを投資した。しかし開催１年が過ぎた今，
韓国の10ケ所の競技場の中，９競技場が赤字運
営となっており，ある所では競技場の運営赤字
が該当市の財政運営に莫大な支障を与えている
ことが明らかになった。９競技場の総赤字水準
は約334億ウォンで，日本の８競技場の赤字規
模，約25億円（270億ウォン）より多くあらわ
れた。しかし水原と大邱競技場の場合，総合ス
ポーツセンター建設費用とユニバーシアード大
会収益金を反映ると，実際の赤字規模は100億
ウォン程度で日本の３分の１のレベルである
（朝鮮日報。2003.10.27）
2002韓日ワールドカップとスポーツ観光 63
韓国のワールドカップ競技場は韓国の建築家
10人が設計して建設したことで，FIFAをはじ
めとする世界各国からの称賛を浴びを，日本と
比較しても優秀な面が多いとの定評がある。
国内10競技場はその設計イメージが非常に韓
国的であり，各地方特色を反映している。この
中で蔚山，全州競技場のＰＣ骨組方法と各競技
場の屋根トラスは非常に独創的な方法が多く導
入され，音響水準も競技場ごとに音楽会を開け
るほどの世界最高水準を誇っている。これらの
競技場は文化的価値の面で世界的文化遺産とし
て残すべき十分な価値がある（シン・ソンウ，
朝鮮日報2002.５.30）と言われる。このような
立派で歴史的な競技場を観光資源化して，わが
国の建設技術を世界に知らせ，競技場施設自体
を観光資源化することによって，ワールドカッ
プ以降の事後管理的側面で，惰性的に施設を使
用せずに，管理するのに費用ばかりかかる問題
点を解決する方策の一つになると考える。その
ためには観光コースに含めて音楽会や各種イベ
ントを実施して，各競技場を地域の文化および
スポーツ・タウンとすれば立派な文化，スポー
ツ観光目的地にすることができると考える。
２）需要予測失敗にともなう観光産業の不況
競技開催は宿泊，航空，旅行業界など最大の
特需をもたらすと期待されたが日本，中国など
団体旅行客の減少と内国・外国人の海外旅行減
少により，特に旅行業界は IMF金融危機以後，
最大の不況を迎えた。ワールドカップ期間中，
外国人観客数は54万名と予想されたが，前年よ
り少ない43万人余りのレベルに減少し，10万名
程度予測された中国人観光客は３万名程度に減
少し，日本人も50％程度に減少した（文化観光
省，2003)。これにともない仁川空港免税店も
売上額がワールドカップ以前より約40％も減少
し，市内免税店も約30％程度減少したという。
日本の場合も，当初100万名を予想したが，わ
ずか30万名を超えるにとどまったと見られる。
一方，ホテルも FIFA予約代行社であるバイロ
ム社の４月末と５月に入ってからの一方的な予
約取り消しにより，全国の関連ホテルが多大な
損失を出した。これはワールドカップが一緒に
開かれる日本から日本人があえて韓国を訪れる
必要がないし，中国の場合もビザ発給基準を開
催直前になってやっと緩和することにして，中
国観光客たちのワールドカップ熱に冷水を浴び
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表４：ワールド競技場および周辺道路の建設投資額現況（2002年）
開催都市 純投資 総投資
競 技 場 建 設 周辺道
路建設
備 考
計 工事費 設計費 管理費 付帯費 その他
ソウル 6,072 6,072 2,060 2,000 6 48 6 0 4,012
釜 山* 2,506 6,365 2,233 2,233 30 60 15 0 4,228 40％反映
大 邱* 2,707 6,768 2,540 2,405 43 57 14 21 4,228 40％反映
仁 川* 1,899 2,165 2,121 1,984 25 107 5 0 44 266億差引
光 州 1,742 1,742 1,175 1,138 0 31 6 0 567
大 田 1,605 1,605 1,323 1,278 19 26 0 0 282
蔚 山 1,813 1,813 1,367 1,294 23 50 0 0 446
水 原* 2,371 2,491 1,596 1,469 82 33 12 0 895
全 州 1,943 1,943 1,276 1,083 0 26 3 164 667
西帰浦 1,224 1,224 1,124 1,082 0 23 19 0 100
計 23,882 32,087 16,815 15,861 228 461 80 185 15,272
注１）純投資は総投資から開催都市別特殊事情を考慮して調整した
２）釜山は2002年アジア競技大会，大邱は2003年夏期ユニバーシアード大会での兼用利用をそれぞれ目的
として競技場を建設したので，ワールドカップの波及効果分析では投資支出額の40％のみを反映する
ことと仮定した
３）水原と仁川はワールドカップ大会の開催と関連なく進行された部門は除外した
資料：ワールドカップ組織委員会
せたことが最も大きな理由としてあげられてい
る（毎日経済。2002.６.９）
また航空関係者や外国人が好んで訪ねる南大
門，東大門市場も閑散としている雰囲気で開店
休業状態だったという。これは，いくつかの否
定的変化の要因を考慮せずに過度に楽観して，
この期間中にホテル，航空，市場など関連施設
に多くの観光客であふれることを憂慮した観光
客が，他の地域に目的地を変更したものと考え
られる。また過度にワールドカップの競技成績
だけを考慮して他の分野を軽視した結果とも言
えなくないと考える。
３）ワールドカップの成果を経済再発展のステ
ップとして活用
現在の成果に満足せずに，持続できる対策作
りが必要である。そのためには徹底して経済論
理に立脚して，全体社会に利益になって競争力
が向上する方向で政策を立案すべきであり，サ
ッカーベスト４の要因を分析して，政府，企業，
社会にそれを拡大させることで，経済先進国へ
発展するためのステップとしていかして，現在
のわれわれへの影響についての正確な診断と共
に，これを世界的レベルまで高めるための体系
的，科学的な戦略を立てなければならない。
また政府と企業が協力して，国家マーケティ
ングを実施して未開拓地域に対する経済通商外
交を強化して，企業は高品質・高付加価値の世
界一流ブランド商品を育成しなければならない
だろう。
４）観光基盤施設の拡充および観光商品の開発
韓国の場合，ソウルを中心として，観光ホテ
ル，観光客利用施設，観光交通施設などが整備
されているが，地方の場合には不十分な点が多
い。特にホテルの場合，中低価格の宿泊施設が
不足しており，競争力が弱い。したがって高級
および中低価格の多様な宿泊施設をそろえて，
観光客が各自のニーズにより選択が可能なよう
にしなければならないだろう。例えば現在，各
地方でブームとなっているペンションなどの宿
泊施設も，民泊とあわせて体系的に運営すれば
競争力が出ると考える。また韓国観光は，見物
施設と体験観光商品の不足が指摘されているが，
ワールドカップにあわせて開発した多様な文化
および体験観光商品を，持続的に活用できるよ
うにしてはどうか。例えばワールドカップ期
間中に好評を得た参禅，茶道体験，寺院体験
（Temple stay）等や，韓国の農村と自然を体
験できる生態観光，自然観光商品の開発も必要
である。次に開催する都市の一つ一つを観光商
品として認識して，差別化されたイメージ観光
商品を開発し，都市の価値を高めて実のある地
域のイベント，観光記念品，観光資源発掘に努
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表５：ワールドカップ競技場の管理実態
（単位：100万ウォン）
予想収入 予想支出 収支差
ソウル 117億59 62億48 55億11
釜 山 ６億55 27億43 －20億88
大 邱 ２億56 34億48 －31億92
仁 川 17億23 44億７ －26億84
光 州 ２億２ 17億94 －15億92
大 田 ４億16 15億３ －10億87
蔚 山 16億73 23億82 －７億９
水 原 38億79 243億96 －205億17
全 州 ５億60 18億88 －13億28
西帰浦 ２億９ ７億42 －５億33
合 計 213億32 495億51 －282億19
資料：行政自治省
力しなければならないだろう。
５）サッカーを通した国家交流の拡大
韓国と日本の開催都市を中心に，毎年または
隔年でワールドカップ共同開催記念のサッカー
大会を誘致したり，韓国と日本のプロサッカー
交流戦を始めたりする必要がある。また開催都
市を巡回してサッカー教室を開き，サッカー教
育プログラムを組んで，サッカーに対する関心
を継続するようにさせるのである。
また開催都市間の交流を通じたサッカー関連
観光商品を共同企画してみる。例えば各競技場
の建築美の比較をする観光，各開催都市のスタ
ーを招いての芸術商品企画，各開催都市の特産
品交流展など，両国の各開催地の関係者らがブ
レーンストーミングをおこなって商品を開発す
るのである。
６）企業に求められるスポーツ・マーケティン
グの積極的な活用プラン
コカコーラやソニーのような大企業が，すで
にオリンピックやワールドカップの公式後援を
通じて，企業イメージやブランド広報に注力し
てきていることは周知の事実である。韓国の企
業も，より一層，積極的にスポーツ・マーケテ
ィングを活用しなければならないと考える。例
えば，三星電子やＬＧ電子の場合，海外市場を
狙ったスポーツ・マーケティング競争が活発だ
が，ＬＧ電子は米国・カリフォルニア州ロサン
ゼルスで世界最大のエクストリーム・スポーツ
大会である「ＬＧアクションスポーツ・チャン
ピオンシップ」を開催した。ＬＧは2003年に創
設されたこの大会で，今後５年間スポンサー企
業として活動する計画である。この大会はイン
ラインスケート，スケートボードなどの４種目
に世界最高級選手250人余りが参加する大会で
あり，世界180余か国に放映されて，マーケテ
ィング効果が相当大きいと考えられる。そして
日本世界柔道選手権大会でも後援企業となった。
一方，三星電子も UAEで開催された「2003世
界青少年サッカー選手権大会」を公式後援する。
自動車部門の公式後援スポンサーである現代自
動車とともに，大会期間の間，製品展示場を運
営するなど，現地の市場を狙った多様な販促行
事を展開する計画である。そして三星電子は，
アテネオリンピックを狙ったスポーツ・マーケ
ティングも始めている（東亜日報，2003.11.23)。
このように多くの企業が，積極的にスポーツ・
マーケティングを通した企業ブランドとイメー
ジ改善によって企業の地位が高まると考えてお
り，より多くの韓国企業がオリンピックやワー
ルドカップのようなメガイベントの後援により，
国家および企業のブランドイメージの強化プラ
ンを講じなければならないだろう。
５．結 論
観光は21世紀の最も有望な産業であり，また
最も著しい成長を見せている産業である。スポ
ーツ観光は，世界中の多くの人々が参加者とし
て，彼らの好きなスポーツを追いかけて回ろう
と努力する限り，さらに成長する潜在力を大き
く秘めている。
近年，スポーツ観光は新たな視角と方法とし
て認識され，発展してきている。またワールド
カップ，オリンピックのようなビッグイベント
は観光と関連して，観光分野と経済分野，地域
の発展分野，そして国家の知名度を高めるのに
大きく寄与していると言えよう。
本研究は2002韓日サッカー大会を迎えて，ス
ポーツ観光の概念および分類，類型，そして韓
日ワールドカップの成果と評価，そして今後の
課題について調べてみた。
前記した通り，ワールドカップは可視的な効
果も重要だが，非可視的な間接効果の重要性が
大きいことは言うまでもない。ワールドカップ
の開催中には，いくつかの副作用や反作用があ
らわれたのも事実だが，その効果は否定できな
いと考える。
いまだスポーツ観光は，その重要性や成長性
に比べて幅広い認識を持たれずにいるが，スポ
ーツ観光の未来は明るいと考える。最近，世界
観光機構（W.T.O）でもスポーツと観光の二つ
の領域を一つに結びつけるスポーツ・イベント
の観光分野に多大な関心を傾けている。韓日両
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国はワールドカップ共同開催を通し，相互の平
和および友好を増進させ，また競技面でも両国
ともに期待以上の効果をあげることができたと
考える。特にワールドカップを開催する国家と
開催都市に集中した世界の人々マスコミの関心
は，韓国と開催都市の発展を図る強力な広報手
段となったにもかかわらず，ワールドカップ以
後の補完的な手段が事前に工夫されていなかっ
た点などは残念であると言える。最近，わが国
の状況は労使問題と政治資金問題が足かせとな
って，ワールドカップ成功の成果を維持できず
にいるようで残念な限りである。しかし今から
でも体系的で検証された事例をもとに，政府と
企業，そして学界が協力して，ポスト・ワール
ドカップのマーケティングを準備し始めれば，
88年ソウルオリンピックの際のマーケティング
の失敗の轍を踏むことはないだろう。
今後も，この分野の持続的な発展のために，
ワールドカップ後の地域イメージ・チェンジ問
題，ボランティアの秩序意識，式典・アフター
イベントの観光商品の関連問題，経済的次元と
同時に地域住民の健康・福祉レベルでの競技場
活用問題などの各問題に関する研究が活発にお
こなわれて，本当の意味でのワールドカップの
効果が続かなければならないと考える。
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